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1. はじめに 

八ッ場ダムは L2 地震動への対応が設計に取り入れられた初めてのダムであり，構造設計上の対策 1)以外にコン

クリートの配合においても，他のダム実績ではなかった

引張強度および静弾性係数の管理が求められた．しかし，

八ッ場ダムの骨材は現場付近の原石山から採取，製造し

ており，骨材の物性として要求性能を満たせない課題が

あった．本報告では，配合確認試験より得られた試験結

果の考察および管理方法の検討，そして実施工へ適用し

た結果について述べる． 

２．配合 

レベル２地震動への対応として配合が検討された箇所

は，上流面岩着部分(A1Ⅱ配合)および，門柱部(L2P 配合)

である．配合区分を図-1 に，要求性能を表-1に示す．当

該箇所では引張強度および静弾性係数が要求性能として

定められていた．配合表を表-2 に示す．セメントには中

庸熱フライアッシュ 30％置換(MF30)を使用している．  

３．配合確認試験 

３－１．Ａ１Ⅱ配合 

試験体を作成し配合確認試験を実施した．圧縮強度およ

び引張強度の関係を図-2 に示す．材齢 91 日における圧縮

強度の発現に対し，引張強度が低下する傾向が見られた．

割裂断面を確認すると(写真-1)，

材齢 28 日までは骨材とモルタル

層の界面で割裂しているのに対

し，材齢 91 日においては骨材が

割裂している様子が見てとれる． 

骨材強度が引張強度に影響して

いることが示唆されたため，骨材

の点載荷試験を実施した 2)．結果
 

図-3 長期材齢引張強度試験結果 

 

図-2 引張強度試験結果 

表-2 配合表 

 

表-1 要求性能 

 

 

図-1 配合区分 

 

写真-1 引張強度試験後割裂面 
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を表-3 に示す．骨材の圧裂強度がモルタルの割裂強度を下回っていることから，骨材強度がコンクリート引張強度

に影響している可能性があることが分かった．骨材の強度自体

を改善することは難しいため，モルタル強度を上げることを解

決策として考え W/B40%以下で試験練りを行った．しかし，粘

性が高くなり過ぎ，打込み可能なコンクリート性状を得ること

はできなかった．一方，MF30 のポゾラン反応による長期の強度増進が期

待されたため，長期材齢における引張強度の確認を行った．結果を図-3

に示す．材齢 91 日に満足しない供試体も材齢 1.5 年には満足することが

確認された．この結果より，管理材齢を延ばすことにより引張強度を管

理することとした．

３－２．Ｌ２Ｐ配合 

コンクリートの静弾性係数は骨材の静弾性係数に影響を受けることが

知られており 2)，骨材の品質のばらつきにより要求性能を満たさない場

合が想定された．W/B を振

った異なる強度水準にお

ける静弾性係数と圧縮強

度の関係を図-4 に示す．静

弾性係数は，同じ材齢にお

ける異なる強度レベルに

対し差がつかないのに対

し，同じ強度レベルでも材齢が伸びるほど増加する傾向に

あることが分かった．これはポゾラン反応による材齢経過

に伴う緻密性の向上による影響と推察される．これらの結

果から，強度水準を上げるよりも管理材齢を延ばすことで

有効に管理できるものと判断した． 

４．実施工 

実施工における試験結果を図-5 および図-6 に示す．引

張強度は材齢 91 日では要求性能を満足しないものもあったが，２年のうちに増進し要求性能を満足することが確

認された．材齢 91 日に対する伸び率を見ると，強度が低いものほど伸びる傾向にあった．静弾性係数についても，

試験値が低下した時期があったが，長期材齢においては要求性能が満足されたことが確認された． 

５．おわりに 

本ダムは，骨材の品質により通常の管理では要求性能を満たせない状況において，フライアッシュセメントによ

る強度増進を考慮することにより長期材齢における品質管理を行った．激甚化する自然災害に備え，ダムの設計に

高品質な性能が求められる一方，建設予定地付近における自然骨材を使用するケースが多く，必ずしも高品質な骨

材が使用できるものではない．それに対し，セメント種類の特性と管理材齢の考え方を合わせることが解決方法の

一つであることが今回の事例から示唆された．この考え方が今後のダムにおける設計の参考になれば幸いである． 
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表-3 モルタルおよび骨材の引張強度  

 

 

図-4 静弾性係数試験結果 

 

図-5 実施工における A1Ⅱ配合引張試験結果 

 

図-6 実施工における L2P 配合静弾性係数試験結果 
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点載荷試験 採取骨材(20～5mm) 1.7 N/mm2 JGS 3421
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